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　２００５年１１月期連結決算の概要　２００５年１１月期連結決算の概要

４１

１６

１

(５.３%)    　８４

(６.３%)    １００

１,５８８

２００４年度
実 績(A)

(＋２６.１%)　　＋１０

＋１２

＋２

(＋４２.１%) 　 ＋３５

(＋３２.２%)  　＋３２

(＋１０.８%)  ＋１７１

増　減（率）
(B) - (A)

５１　当期純利益

２８

３

(６.８%)    １２０

(７.５%)  　 １３２

１,７６０

２００５年度
実　績(B)

　 　特別損失

　経常利益

　売上高

　 　特別利益

　営業利益

２

０５年実績

（単位：億円）

その他経営指標その他経営指標

３

＋３３１４１　１０７　　設備投資

(+2.7ﾎﾟｲﾝﾄ)　＋７６　(27.7%) 　４５４　(25.0%) 　３７８　　株主資本

＋１２６　１,６３９　１,５１２　　総資産

△６３　４６９　５３２　　有利子負債

＋１３４人５,３８３人５,２４９人　人 　　員

　

１.０倍１.４倍　Ｄ／Ｅ レシオ

２００５年度

実 績(B)

２００４年度

実 績(A)

増　　減　

（B）－（A）

（単位：億円）

０５年実績
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会社の所在地別の概況会社の所在地別の概況

１,５８８

△６０１

２,１９０

９０６

３２７

６６

８１

１８０

５７９

３３０

２４９

１,２８４

２００４年度

実績（A）

１,７６０

△６５０

２,４１０

９６０

３６８

９１

８２

１９５

５９２

３５７

２３５

１,４４９

２００５年度

実績（B）

計

△４８消去・連結調整

アジア

欧　州

米　州

生　産

販　売

　
海
　
外

　
国
　
内

＋２２０小　　　計

＋５４

＋１３

△１３　　
子
　
会
　
社

＋１７１連結売上高

＋２５

＋１４

＋１６５単　　　独

＋４０

＋１

＋２６

　増　減　
（B）－（A）

○売上高 （単位：億円）

１００

２

９８

３４

１３

３

１

８

２１

１４

７

６５

２００４年度

実績（A）

△８△６

＋３９１３８

＋８４２

＋３２４

＋１８

＋３２１３２

＋１４

＋７１５

＋３１９６

＋５１８

△２△１

＋２１６

　増　減　
（B）－（A）

２００５年度

実績（B）

○営業利益 （単位：億円）

４

０５年実績

２００

０

８０

１２０

１６０

１８０

１４０

１００

～～

営業利益の増減要因営業利益の増減要因

５

億円

２００５年度
実　績

２００４年度
実　績

１３２

１００

＋２５

コストダウン

売上・生産の増

固定費の増

原材料価格のアップ

△３１

販管費の増

＋３２億円

△２６

△２１

＋１５

販売価格の改善

＋７０

０５年実績
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事業セグメント別事業セグメント別 売上・営業利益売上・営業利益

（６.３%）　１００
１,５８８

（２.１%）　　　３
１７０

５６

１１４

（８.２%）　　６８
８２７

２８１

５４６

（４.８%）　　２８
５９１

１４２

１７３

２７５

２００４年度

実績(A)

営 業 利 益

売

上

高

営 業 利 益

売

上

高

営 業 利 益

売

上

高

(%)　　 (B)－(A)

(＋３２.２%) 　＋３２

(＋１０.８%) ＋１７１

(　 ２.６倍)　　 ＋５

(＋１６.２%)　 ＋２７

(　＋６.９%)    　＋３

(＋２０.８%)    ＋２３

(　△２.８%) 　 　△１

(＋１０.４%)    ＋８６

(＋１４.６%)    ＋４１

(  ＋８.３%)    ＋４５

(　　２.０倍)    ＋２８

(　＋９.７%) 　 ＋５７

(＋１７.６%)  　＋２５

　(　＋２.１%)　　　＋３

(＋１０.３%) 　 ＋２８

増　　　減

１,７６０売 上 高 合 計

計

そ の 他

特 殊 鋼 １３７材

料

他

６０

１９８

（４.７%）　　　９

計

油 圧 機 器

ベ ア リ ン グ ５９１部

品

３２２

９１３

（７.２%）　　６６

（８.９%）　　５７
６４８計

機

械

工

具

（７.５%）　１３２

１６７

１７７

３０３

２００５年度

実績(B)

ロ ボ ッ ト

工 作 機 械

工 具

営 業 利 益 合 計

（単位：億円）

６

０５年実績

主要事業の売上高　主要事業の売上高　（機械工具）（機械工具）

254

275

303

133 173
177

156 142

167

0

100

200

300

（単位：億円）

７

2003 2004 2005年度 2003 2004 2005年度 2003 2004 2005年度

工　　具

工作機械 ロボット

１０.３%増

２.１%増
１７.６%増

０５年実績



5

主要事業の売上高　主要事業の売上高　（部品、特殊鋼）（部品、特殊鋼）

８

510
546

591

240

280

322

170 170
198

0

100

200

300

400

500

600

ベアリング

油圧機器
特殊鋼その他

（単位：億円）

2003 2004 2005年度 2003 2004 2005年度 2003 2004 2005年度

８.３%増

１６.２%増

１４.６%増

０５年実績

９

２００６年１１月期２００６年１１月期 利益計画利益計画 ０６年計画

５１

２８

３

(６.８%)    １２０

(７.５%)  　 １３２

１,７６０

２００５年度

実 績(Ａ)

(＋３１.３%)　　＋１６

△１２

△３

(＋１０.５%) 　 ＋１３

(＋１０.９%)  　＋１５

(　＋４.５%)  　＋８０

増　減（率）
(B) - (A)

６８　当期純利益

１６

－

(７.２%)    １３３

(８.０%)  　 １４７

１,８４０

２００６年度

計　画(B)

　 　特別損失

　経常利益

　売上高

　 　特別利益

　営業利益

（単位：億円）
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その他経営指標その他経営指標

１０

－　　１４０　１４１　　設備投資

(+1.7ﾎﾟｲﾝﾄ)　＋４５　(29.4%) 　５００　(27.7%) 　４５４　　株主資本

＋６０　１,７００　１,６３９　　総資産

＋３１　５００　４６９　　有利子負債

＋７０人５,４５０人５,３８３人　人 　　員

－　　１.０倍１.０倍　Ｄ／Ｅ レシオ

２００６年度

計　画(B)

２００５年度

実 績(Ａ)

増　　減　

（B）－（A）

（単位：億円）

０６年計画

会社の所在地別の計画会社の所在地別の計画

１１

１,７６０

△６５０

２,４１０

９６０

３６８

９１

８２

１９５

５９２

３５７

２３５

１,４４９

２００５年度

実績（A）

１,８４０

△６９７

２,５３７

１,００７

４０７

１０７

８７

２１２

６００

３６４

２３６

１,５３０

２００６年度

計画（B）

計

△４７消去・連結調整

アジア

欧　州

米　州

生　産

販　売

　
海
　
外

　
国
　
内

＋１２７小　　　計

＋４７

＋８

＋１　　
子
　
会
　
社

＋８０連結売上高

＋１６

＋１７

＋８０単　　　独

＋３９

＋５

＋７

　増　減　
（B）－（A）

○売上高 （単位：億円）

１３２

△６

１３８

４２

１８

４

△１

１５

２４

１６

８

９６

２００５年度

実績（A）

△１△７

＋１６１５４

＋９５１

＋２２６

－８

＋１５１４７

＋１５

＋４１９

＋６１０３

＋７２５

＋２１

＋２１８

　増　減　
（B）－（A）

２００６年度

計画（B）

○営業利益 （単位：億円）

０６年計画
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１２

13～18

　　　

　　　

　　　

19～20

　　　 21

　　　 22

第２部

　１．経営の成果と今後のとり組み

　　　①選別と統合　　

　　　②アライアンスの推進

　　　③技術指向型の経営

　　　④人材の強化

　２．２００５年度の中・長期的な位置づけ

　３．先行きの見方と当社の経営スタンス

　４．２００６年度の経営目標

２００６年度を展望する２００６年度を展望する

１３

１．経営の成果と今後のとり組み１．経営の成果と今後のとり組み

①選別と統合

　　　展望のある競争優位商品に戦力を集中

②アライアンスの推進

　　　ビジネスチャンスの拡大と戦力補完

③技術指向型の経営

　　　当社独自の複合・連環型のつよみを発揮

④人材の強化

　　　技能、技術の育成・強化
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１４

①① 選別と統合選別と統合

競争優位商品に戦力を集中

　・自動車業界向け

　　　・ブローチ＆ブローチ盤（トランスミッション加工用）

　　　・カーエアコン・等速ジョイント用ベアリング

　　　・カーコントロールバルブ

　　　・大型ロボット

　・産業機械向け

　　　・航空機・ガスタービン向けブローチ＆ブローチ盤

　　　・ミニショベル用油圧機器

　　　・産業機械用精密ベアリング

１５

2003年 2004年 2005年 2006年

342

49

306

21%

769

52%

460

25%

+7.0%

920

50%

+4.5%

370

80

430

24%

+22.2%

880

50%

+10.3%

350

88

352

22%

798

50%

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

自動車・産業機械分野を拡大
億円

１,４６６億円

１,５８８億円

１,７６０億円

①① 選別と統合選別と統合

１,８４０億円

自動車

産業機械

電機・電子

市販その他
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１６

②② アライアンスの推進アライアンスの推進

2003年 2004年 2005年 2006年

137

198
175

0

50

100

150

200

250

アライアンス先との相互取引金額アライアンス先との相互取引金額
億円

アライアンスの拡がり

・住友電工や

　大同特殊鋼の

　グループ会社へ

・カスタマーへ

・周辺機器メーカー、

　　　サプライヤーへ

１７

③③ 技術指向型の経営技術指向型の経営

2003年 2004年 2005年 2006年

366

465
406

0

100

200

300

400

500

新商品売上高新商品売上高

複合・連環型の特長を

　　 活かした商品開発

　・ハード加工用工具･工作機械

　・クランクシャフト加工用

　　専用工作機械

　・大型ガラス搬送用ロボット

　・特殊材料使用の

　　トランスミッション用ベアリング

　・小型カーコントロールバルブ

　・免震装置　ほか

億円
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１８

④④ 人材の強化人材の強化

・技能・技術の伝承とスキルアップ

　 ・マイスター制度、トレイナー・コーディネーター制度

　 ・一人１タレント活動の強化（資格取得）

　 ・ものづくりカレッジをスタート

・人的生産性の向上

　 ・フリータイム制を導入

　 ・全員参加型・プロジェクト型で活性化

人材の強化とロボット化を同時並行ですすめる

　２．２００５年度の業績　２．２００５年度の業績

４１

(５.３%)    　８４

(６.３%)    １００

１,５８８

２００４年度
実 績(A)

(＋２６.１%)　　＋１０

(＋４２.２%) 　 ＋３５

(＋３２.２%)  　＋３２

(＋１０.８%)  ＋１７１

増　減（率）
(B) - (A)

５１　当期純利益

(６.８%)    １２０

(７.５%)  　 １３２

１,７６０

２００５年度
実　績(B)

　経常利益

　売上高

　営業利益

１９

（単位：億円）

２８.２％

５円

１７円７５銭

＋２円

＋２円６９銭

３４.２％　配当性向

７円

２０円４４銭

　１株配当金

　１株純利益

＊

＊

＊

＊：過去最高
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　中・長期的な位置付け　中・長期的な位置付け

２０

1,846

1,258

1,704

1,339
1,466
1,588

1,760

△26

81

132

100

76

38

134

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006
△40

△20

0

20

40

60

80

100

120

140

160売上高

営業利益

売上(億円) 営業利益(億円)

5
6 6 6

2.5 3 3 3 3 3 3 3

5
7

0

2

4

6

配当(円)

２１

３．先行きの見方と経営スタンス３．先行きの見方と経営スタンス

先行きは、凸凹があるが、比較的安定した需要が継続先行きは、凸凹があるが、比較的安定した需要が継続

１．自動車業界
　　・高水準な設備投資
　　・グローバル生産台数の増加

２．産業機械業界
　　・工作機械は高水準な生産
　　・建設機械は当面拡大基調
　　・航空機の需要が急回復

３．電機・電子業界
　　・デジタル家電の拡大など

複合・連環型のビジネスが市場に浸透
新しいステージ：安定した利益を出せる企業へ

複合・連環型のビジネスが市場に浸透
新しいステージ：安定した利益を出せる企業へ
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２２

４．２００６年度の経営目標４．２００６年度の経営目標

５１

(６.８%)    １２０

(７.５%)  　 １３２

１,７６０

２００５年度

実 績(Ａ)

(＋３１.３%)　　＋１６

(＋１０.５%) 　 ＋１３

(＋１０.９%)  　＋１５

(　＋４.５%)  　＋８０

増　減（率）
(B) - (A)

６８　当期純利益

(７.２%)    １３３

(８.０%)  　 １４７

１,８４０

２００６年度

計　画(B)

　経常利益

　売上高

　営業利益

－　　１４０１４１　設備投資

(+１.７ﾎﾟｲﾝﾄ)　 ＋４５(２９.４%) 　５００(２７.７%) 　４５４　株主資本

＋６０１,７００１,６３９　総資産

hhｔｔｐｔｔｐ://://www.nachiwww.nachi--fujikoshi.co.jp/fujikoshi.co.jp/

問い合わせ先　　　経営企画部　問い合わせ先　　　経営企画部　

ＴＥＬＴＥＬ ０３－５５６８－５２１００３－５５６８－５２１０

ＦＡＸＦＡＸ ０３－５５６８－５２１５０３－５５６８－５２１５

EE-mail ： kikaku@nachi-fujikoshi.co.jp

本資料には、将来の業績見通し、事業計画等を記載しておりますが、
現時点での経済環境や事業方針など一定の前提にもとづいて作成
しております。
従いまして、実際の業績は、需要変動や為替変動などの様々な要素
により、業績見通しとは異なる結果となりうることをご承知おき下さい。


